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プショットを得る方法を開発した [6].図 1は， 2次元イジング模型に対して得たスナップショット
の一例である.スナップショットの利点は r系の様子を直接見るJ ことを可能にすることである.
図 1:イジング模型のスナップショット. (α)T = 1.5Jjk < Tc，(b)T = 2.27Jjk之Tc，(c)T = 
3.0Jjk > Tc.ブロックスピン変数の自由度は m=40(後の記述を参照).J はイジング模型の相互
作用係数，ktまボルツマン定数を示す.
2 スナップショット生成





















































2ご{と}，{η}乞σぃ σLL TIと/'1iR 
P(σd= ー (5)
L{と}，{η}乞σ1凡…，σLLIlt;11ZR 
である(図4(a)参照).ここで，プロックスピン変数{と}=(6，6，...，ごL)，{η} = (η1， TJ2ぃ・・，ηL)を
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図5:対相関関数の平均値の温度変化.スナップショットと CTMRGから得た結果の比較.1はイ
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